特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年10月18日430号
つるかごつくり13日（土）
集合地点には7名の皆さんがお越しいただきました。参加申し込みをいただいた女性はこの日が楽しみで何としてもかごを編み上げたいとの連絡をいただいていましたが、あいにく都合がつかず、残念ながら欠席されました。午前中懸命に藤蔓を探しました。昨年に引き続く山の斜面の片づけをしながらの採取ですので思うようには進みませんでしたが、徐々に見分けのスピードも身に付き、お昼前には昨年以上の収穫ができました。
木津川ワークショップ14日（日）
天候に恵まれた日曜日でした。この日は南山城村で地域総出で「村おこし」に長年取り組んでこられた柴垣さんから活動の紹介と課題をお話しいただき、全員でこれまで木津川で気づきをもとに木津川の夢を描き語り合いました。これらを基礎に河床低下やイタセンパラの復元、そしてみんなが親しめる川はどういったものかを話し合いました。4回の連続ワークショップを通じて明らかにしてきた内容をもっと多くの方々に普及宣伝すること、輪を大きくすることを申し合わせて散会しました。
会誌33号製本作業のお手伝い募集　24日（水）
　
現在約200ページに到達か？心配していた調査研究報告の原稿が予想以上の協力がありました。また、定期の講演会報告に加えてイタセンパラにかかわる学習会報告を加えて、これまでにない楽しく新鮮さのある内容になりました。またマスコミにも公表していない63年ぶりに発見された絶滅種とされていたタニジャコウソウの写真も間に合いました。ずいぶん読み応えのある33号になりました。製本作業は24日午後1時から京田辺市中央公民館で行います。32号では15名で少し人手が不足して発送準備に手間取りました。多くのご協力をお願いします。
京田辺市民文化祭展示物作成のお手伝い募集
里山の会の1年間の活動を発表する展示会では防賀川堤での植樹とワークショップ、木津川の河床低下とその課題、里山農園の1年間、何よりも15年間の活動経過と環境大臣表彰の受賞など余すところなく発表したいのですが8つの分野で掲示しようと準備を進めています。
25日以降かなり日程が詰まって余裕がありません事務局としては、多くの会員さんのご協力を期待しております。1時間でもお手伝いがいただければ幸いです。事前準備もご協力を強く期待しているのです。
京田辺市民文化祭模擬店のスタッフと展示物の説明ガイドの募集
また当日は模擬店では定番の松かさツリーや人気の参加型の綿菓子つくり、鹿背山の柿と丹波の黒豆味噌などの販売を予定しています。農園での生育状況によっては朝どり野菜の販売も計画中です。　里山の会の総力を挙げたもっとも自信を持って取り組む展示発表です。少しの時間でもお手伝いをお願いします。模擬店を含めて相当な人数が必要で常に20人程度がいなければなりません、不足すると不親切になってしまいます。　また、発表を通じて新入会員を多く集められるよう丁寧な活動内容の説明を行い「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」のスローガンの実現に頑張りたいと思います。ぜひ多くの皆さんのご協力をお願いします。
つるかごつくり　22日（月）　午前9時から編みあげ作業　ご参加ください　集合草内・里山倉庫前
京田辺市民の文化祭で、なかなか根強い人気のあるのがつる籠です。派手さはありませんが、毎回20個を編み上げて、世界で一つしかない籠が静かに売れていています。作り手も年々上手になって素晴らしい製品ができるようになりました。これはどなたも簡単に作り上げることができます。是非一度編み上げてみてください。そして本会の活動資金獲得に一役ひと働きをお願いします。
東北大震災・現地支援に参加（10月13~16日）
気仙沼七半沢仮設住宅（85軒）　松島市奥松島３箇所の仮設住宅(100軒)に石油ストーブや衣料品や大型農機具、新米等を宅配しました。大変感謝していただきました。道路交通関係では工事が進められていましたが２級国道の復旧はまだまだ不完全不十分です。仮設住宅でからの要望で棚の取付40箇所を実施、イベント会場でうどんの振る舞い300食、新米の宅配200軒　法律相談　野点で癒しの場を提供を実施、気仙沼市の七半沢仮設住宅集会所で20人が寝袋持参でざこ寝宿泊。陸前高田市などでは陸に上がった300ｔの貨物船のモニュメント、その付近一帯は地盤沈下で満潮時には海水が浸水地域で排水されず池があちこちに出現　がれきの山もいっぱいあり、手つかずの悲惨な状況1年半前と変わらずでした。特に大野小学校でのお話に胸が痛くなりました。津波の来る前、子どもたちを急峻な裏山に避難させるか30分間議論の末に道路橋に避難を決定、そこに想像を超える大津波が押し寄せ大多数の児童が命を落とすことになった。小学校一帯は河川敷で裏山は相当な勾配の山が迫っている地形でした。
東松島市奥松島　民宿山根さんで宿泊（海水浴場「月浜」25軒の民宿・・残るは5軒が再開）　　遠浅の砂浜が地盤の沈下で軒下近くまで波（海水）が押し寄せるようになった。平日は復興工事の作業員の宿舎として利用してくれている。その先どうなるのやらと不安顔。
木津川市南加茂台出身のある女性が東松島の漁師さんの復興への取組みのために無報酬でアドバイザーを実行　
オーナー制度を立ち上げ、参加者からの出資金を募集中（1口１万円・・１１月に地元産の海苔をおかえし予定）なかなか資金が集まらず苦労しているとのお話、胸が痛くなりました。
前号でもお知らせしたサツマイモ掘りですが、雨のため今日は中止です
光田先生のご指導を戴きキノコや絶滅危惧種を見つけました
やはり先生と一緒だと珍しく貴重な植物が大変多く見つかります。植物に関心をもちの方にはうれしい取組みです。貴重なものや希少価値のあるものは、以前は広く分布していたものが、今日の環境の変化などで、今生育している場所が適地としてやっと生育することができている場所なのです。

持ち帰り等で生育場所を変えると、多くのものはほとんど枯れてしまうのが当然です。また絶滅危惧種の保存には盗掘の防止が重要ではないかと言われています。なぜなら一般人は見分け力を持ち合わせていません。植物を愛好される皆さんの常識ある行動を大いに期待しています。
里山農園の生育状況は順調です。
　大根や野菜類は綺麗に芽が出ています。間引きを実施しないと大きく成長しませんので、みなさんのご協力をお願いたします。京都府環境フエスタや、京田辺市民文化祭等で販売できればと予定しています。昨年も大いに人気があって盛会でした。みなさんのお手伝いをお待ちしています。
17日の事務局会議から　
市民文化祭へのご協力を強くお願いします。また里山の自然33号の製本作業も併せて強くお願いしたします。11月2日は前日準備で、3日4日の二日間の展示物の発表が続きます。スタッフとして協力をお願をいたします。特に展示物のガイドをしっかり進め、新入会員をしっかり迎えようではありませんか。そして4日の展示終了後の片付けに続いて、今年前半の事業と特に市民文化祭のお手伝いのみなさんで「打ち上げ」反省会を実施します。事務所で17時から開催が決まりました。終了は19時としています。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

